
1回に出る酒量などは自由に設定できる

アプリの画面上のイメー ジ

灘五郷のイベントでも人気を集めた
「SakePon」

一

JAPAN EXPO Paris

in Osaka

loTシステムを自社内で一気通貫で開発

1995年創業の株式会社ワイズ・ラブは、loTという言葉がなかった時代から、モノとモノ、モノと人、人と人
が 「つながる」システムを受託開発したり、自社製品の開発・販売を行ったりしています。代表的な自社製品
には、モノのID（個体識別情報）と位置清報を紐付けてクラウド上にデ ータを登録し、アプリやWEB上で位置
を可視化する 「物品位置管理loTサビースXeye（クロスアイ）」や、見つけたいモノを光らせることでピッキング
を支援するシステム 「光るタグ＊Vegaシリ ー ズ」、電子ペ ーパー 表示機能付きタグ 「賢fuda（かしこふだ）」
などがあります。こうしたシステムを全て自社内で、一気通貫で開発できることが同社の強みとなっています。

アプリの画面上の「ガチャ」を回す「SakePonガチャ飲み」を出展

大阪•関西万博（以下、 「万博」という。）では、 「世界を沸かす日本のク ー ルを体感」させることを狙いとした
「JAPAN EXPO Paris in Osaka」に、同社が独自に開発した 「SakePonガチャ飲み」をブー ス出展します。
「SakePonガチャ飲み」とは、スマ ー トフォンのWebアプリで 「ガチャ」を回すことでランダムに日本酒が
飲み比べられるサ ービスです。万博では灘五郷の18銘柄(9銘柄の入れ替え制）を楽しむことができ、さらに
ガチャで当たった銘柄の一升瓶ミニチュア入りカプセルもセットされます。
これまでさまざまなモノをloTシステムに組み込んできた同社が、日本酒の一升瓶一本ずつがインターネット

につながれば、これまでになかった日本酒の楽しみ方を提供できるのではないかと考えたことが開発の
きっかけです。

日本酒離れをしている国内の新たな需要を掘り起こすきっかけに

もともと 「SakePon」は、コロナ禍に人やお金と接触せずに、日本酒を提供するシステムとして開発されたもの
ですが、開発している時点で万博の開催は決まっており、万博会場に出展することも意識して開発されました。
ィンバウンドに向けては、いろいろな銘柄を気軽に楽しむことができることを訴求し、すでにシンガポ ー ル
などに設置されている 「SakePon」の、さらに新たな販路を開拓すべく、外国人の反応を見る機会とします。
一方、日本酒離れをしている国内に向けても、スマ ー トフォンを使ったエンター テインメント性から、若い人
や女性へのアピー ルを目指しており、日本が世界に誇る日本酒の需要拡大の一助となればと考えています。

万博への出展で、ビジネス面での成果にも期待

EXP0'70の時は小学生で、会場内のパビリオンの位置を全て覚えるほど夢中に
なりました。先進の技術を目の当たりにして、とてもワクワクしたものです。今回
の万博でワクワクするほどの目新しい技術を出展しているわけではありませんが
当社が開発したloTシステムによって、国内外の大勢の方へ日本酒や日本文化を

代表取締役 伝える役割を果たせればと思います。あわせて、「SakePonガチャ飲み」が楽しまれて
内橋 義人さん いる様子をご覧になった国内外のバイヤ ー やイベント企画会社と、ビジネス面で

の成果も期待しています。

一
loTシステム自社製品開発・販売
現場系業務システム受託開発
組 込制御システム受託開発
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ホテル•駅・空港などの宿泊・旅行業 物品位置管理loTサ ービスXeye
外食チェ ーン・居酒屋など飲食業 （クロスアイ）、光るタグ 「Vega」
ドリンク・フードイベント企画業 シリ ー ズ、賢fuda（かしこふだ）


